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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年8月26日(2021.8.26)

【公表番号】特表2020-528059(P2020-528059A)
【公表日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-038
【出願番号】特願2020-502669(P2020-502669)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  51/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/61     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   51/06     ２００　
   Ｇ０１Ｎ   33/566    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｋ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｂ    5/00     　　　Ｌ
   Ａ６１Ｋ   47/61     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月19日(2021.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたはそれ以上の原発性腫瘍または転移性腫瘍を検出するために使用される、マン
ノシル化されたデキストラン化合物を含む、医療用組成物。
【請求項２】
　転移は肝転移であることがある、請求項１に記載の医療用組成物。
【請求項３】
　撮像は、乳癌と関連しない腫瘍のためである、請求項１または２に記載の医療用組成物
。
【請求項４】
　99mＴｃチルマノセプトを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の医療用組成物。
【請求項５】
　転移性腫瘍は、肺、結直腸、腎臓、卵巣、前立腺、精巣、膵の癌、リンパ腫等からなる
群から選択される癌の結果である、請求項１に記載の医療用組成物。
【請求項６】
　99mＴｃ、210Ｂｉ、212Ｂｉ、213Ｂｉ、214Ｂｉ、131Ｂａ、140Ｂａ、11Ｃ、14Ｃ、51

Ｃｒ、67Ｇａ、68Ｇａ、153Ｇｄ、88Ｙ、90Ｙ、91Ｙ、123Ｉ、124Ｉ、125Ｉ、131Ｉ、111

Ｉｎ、115mＩｎ、18Ｆ、13Ｎ、105Ｒｈ、153Ｓｍ、67Ｃｕ、64Ｃｕ、166Ｈｏ、177Ｌｕ、
223Ｒａ、62Ｒｂ、186Ｒｅおよび188Ｒｅ、32Ｐ、33Ｐ、46Ｓｃ、47Ｓｃ、72Ｓｅ、75Ｓ
ｅ、35Ｓ、89Ｓｒ、182Ｔａ、123mＴｅ、127Ｔｅ、129Ｔｅ、132Ｔｅ、65Ｚｎおよび89Ｚ
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ｒ、および95Ｚｒからなる群から選択される診断部分を含み、前記診断部分は、好ましく
は、68Ｇａまたは99mＴｃである、請求項１に記載の医療用組成物。
【請求項７】
腫瘍をインビボで撮像する方法で使用するための、１つまたはそれ以上のＣＤ２０６を標
的とする部分および１つまたはそれ以上の診断部分が取り付けられたデキストラン骨格を
含む化合物を含む医療用組成物であって、前記方法は：
　対象に前記医療用組成物を投与すること；および
　Ｘ線に基づくコンピュータ技術（ＣＴ）を用いるまたは用いない、単一光子放射のコン
ピュータ技術（ＳＰＥＣＴ）または陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）を使用して、前記対象
を撮像すること；
を含み；
像は、前記対象における１つまたはそれ以上の腫瘍における前記化合物の取り込みの視覚
的表示を含む、
前記医療用組成物。
【請求項８】
　対象の撮像は、平面的ガンマ撮像を使用して行うことができる、請求項７に記載の医療
用組成物。
【請求項９】
　乳癌の結果ではない腫瘍を撮像するための、請求項７に記載の医療用組成物。
【請求項１０】
　医療用組成物は治療剤をさらに含む、請求項７に記載の医療用組成物。
【請求項１１】
　腫瘍をインビボで撮像する方法で使用するための、１つまたはそれ以上のＣＤ２０６を
標的とする部分および１つまたはそれ以上の治療部分が取り付けられたデキストラン骨格
を含む化合物を含む医療用組成物であって、前記方法は：
　対象に前記医療用組成物を投与すること；および
　Ｘ線に基づくコンピュータ技術（ＣＴ）を用いるまたは用いない、単一光子放射のコン
ピュータ技術（ＳＰＥＣＴ）または陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）を使用して、前記対象
を撮像すること；
を含み、
像は、前記対象における１つまたはそれ以上の腫瘍における前記化合物の取り込みの視覚
的表示を含む、
前記医療用組成物。
【請求項１２】
　腫瘍関連マクロファージを標的とするために使用される、マンノシル化された炭水化物
構造を含む医療用組成物であって、前記組成物は、１つまたはそれ以上のＣＤ２０６を標
的とする部分および１つまたはそれ以上の診断部分を有するデキストラン骨格を含むか、
または、１つまたはそれ以上のＣＤ２０６を標的とする部分および１つまたはそれ以上の
治療部分を有するデキストラン骨格を含む、前記医療用組成物。
【請求項１３】
　腫瘍関連マクロファージの存在をインビボで決定する方法で使用するための、１つまた
はそれ以上のＣＤ２０６を標的とする部分および１つまたはそれ以上の診断部分が取り付
けられた炭水化物骨格を含む医療用組成物であって、前記方法は：
　前記医療用組成物を、対象に投与する工程；
　ＳＰＥＣＴ／ＣＴを使用して、対象を撮像する工程；および
　腫瘍関連マクロファージの存在を決定する工程
を含む、前記医療用組成物。
【請求項１４】
　前記方法は、腫瘍関連マクロファージの数を定量化する工程、腫瘍の存在を同定する工
程、および／または、前から存在する腫瘍の転移を同定する工程、をさらに含む、請求項
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１３に記載の医療用組成物。
【請求項１５】
　前記方法は、１つまたはそれ以上のＣＤ２０６を標的とする部分および１つまたはそれ
以上の診断部分を有する炭水化物骨格を含み、および、腫瘍または転移した腫瘍に投与す
るための治療剤を含む、医療用組成物を投与する工程をさらに含む、請求項１３または１
４に記載の医療用組成物。
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